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市議会議員 

奥村さち子 

所属委員会 

・厚生委員会 

・学校施設老朽化対策特別委員会 

 

D

V
や
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
望
ま
な
い
妊
娠
な
ど
、
女
性

が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
は
、

D

V
防
止
法
や
女
性
支
援
法
が

施
行
さ
れ
て
も
頻
発
し
て
い
ま

す
。
昨
今
で
は
S

N

S
を
通
し
た

性
犯
罪
の
被
害
が
、
低
年
齢
化
し

て
い
る
こ
と
が
警
察
庁
の
報
告
で

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
背
景
に

は
女
性
や
子
ど
も
た
ち
が
尊
重
さ

れ
な
い
社
会
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
た
だ
す
た
め
に
、
教
育

の
果
た
す
役
割
は
重
要
で
す
。
国

際
的
に
は
「
包
括
的
性
教
育
」
へ
の

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

 
 

 

６
月
の
一
般
質
問
で
は
、
性
教
育

を
通
し
た
人
権
尊
重
の
施
策
を
求

め
る
た
め
、
学
校
で
の
性
教
育
の
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。 

 

市
の
答
弁
か
ら
、
学
校
で
の
性
教

育
は
「
思
春
期
の
体
の
変
化
や
、
身

体
機
能
の
発
達
な
ど
の
性
に
関
す 

る
基
礎
的
な
内
容
を
、
小
学
校
４

年
生
で
４
時
間
程
度
、
中
学
校
１
年

生
で
１２

時
間
程
度
実
施
し
て
い

る
」
と
の
こ
と
で
す
が
、
「
人
権
尊
重

や
男
女
平
等
、
人
間
関
係
な
ど
は
、

道
徳
科
、
特
別
活
動
な
ど
で
指
導

し
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
、
性
教
育

の
過
程
で
は
単
に
「
身
体
の
変
化
」

や
「
生
殖
機
能
」
と
い
う
断
片
的
な

テ
ー
マ
で
の
学
び
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。 

  

学
校
で
広
く
取
り
組
み
を
！ 

  

「
包
括
的
性
教
育
」
と
は
、
人
権
や

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
自
他
を
尊
重
す

る
と
い
う
人
間
関
係
を
含
め
た
性

教
育
の
こ
と
で
、
ユ
ネ
ス
コ
が
提
唱

す
る
「
国
際
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
教

育
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
に
基
づ
い
て
い
ま

す
。
妊
娠
の
経
過
を
含
め
、
自
ら
の

生
き
方
に
か
か
わ
る
具
体
的
な
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
り
、
欧
米
で
は
広

く
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

日
本
で
は
、
学
習
指
導
要
領
に
あ

る
「
歯
止
め
規
定
」
で
、
「
妊
娠
の
経

過
は
取
り
扱
わ
な
い
」
と
し
て
い
る

こ
と
が
「
包
括
的
性
教
育
」
が
進
ま

な
い
理
由
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
も

「
歯
止
め
規
定
」
と
「
包
括
的
性
教

育
」
に
つ
い
て
は
、
一
貫
し
て
「
国
の

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
向
け
た

議
論
を
注
視
し
て
い
る
」
と
、
取
り

組
む
姿
勢
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

宮
崎
市
や
練
馬
区
な
ど
は
、
昨
今

の
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況

か
ら
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な

り
、
「
包
括
的
性
教
育
」を
進
め
て
い

ま
す
。
府
中
市
で
は
子
ど
も
家
庭
支

援
課
が
実
施
し
て
い
る
「
性
教
育
講

座
」
が
あ
り
、
人
権
に
ふ
れ
る
デ
ー

ト
D

V
に
つ
い
て
の
学
び
が
網
羅

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
取
り
組
ん
で
い

る
学
校
は
少
な
い
状
況
で
す
。
府
中

市
も
、
人
権
に
根
ざ
し
た
教
育
と
し

て
、
「
包
括
的
性
教
育
」を
す
べ
て
の

子
ど
も
た
ち
に
実
施
し
て
ほ
し
い

と
訴
え
ま
し
た
。 

 ６月議会 一般質問 

すべての小中学校で 

人権を尊重した 

「包括的性教育」の実施を 

6 月 28 日に「府中市男女共同参画フォーラム」の中で開催さ

れた、池田賢市さん（中央大学）の『子どもの人権・権利の視点で

学ぶ「包括的性教育」を！』のお話は、生きるとは？人権とは？

差別とは？と根源的に問いかけるお話で、性教育の方法論とは

違いました。池田先生は「包括的性教育をはじめる前に読む本～

社会を変える性教育」を書いた教育者です。 

現在行なわれている性教育が、「女性は貞操を守れ」という女

性差別の純潔教育や、「子どもに真実を教える必要はない」と、

子どもの知る権利を無視する「寝た子を起こすな」論、障がい者

差別につながる「優生思想」につながっていないか。 

また、男性には「積極的だ」と言うのに女性に 

は「出しゃばり」と言ってしまうような身近に 

ある「ささいな」差別のように、無意識に 

刷り込まれている性別による差別や 

偏見を教えていないか。教育現 

場で「性教育」を実践する前に検 

証が必要だと説きます。 

「性」による支配は「伝統」や 

「文化」であり、当然だという意識が染みついている社会で、

「性」による事件もあとを絶ちません。特定の集団（人種、性的志

向、宗教など）を標的にした差別や偏見も横行しています。子ど

もたちには「まだ早い」と決めつけて知識から遠ざけるのではな

く、自分たちの身体や心を守り、よりよい他者との関係を築くた  

              めにこそ、「性」を「生」の問題であるととら 

               え、子どもの人権を守る、差別を見逃さ 

                 ず、生きるための権利を保障する教  

                   育が求められます。それが包括的 

                   性教育だと実感したお話でした。 

 

子どもの人権・権利の視点で学ぶ「包括的性教育」を！

を！ 



「地域包括支援センターにしふ」を            

 訪問 〈６月２６日〉  

 「地域包括支援センター」と地域 

との連携を調べるために、都内数 

か所のセンターを訪問しています。 

高齢者支援を中心とした地域福 

祉の拠点である「地域包括支援センター」は、少子高

齢化や孤立などの社会課題の解決に向けた役割が

大きくなっています。 

「地域包括支援センターにしふ」は、近隣の中学校

の「スクールコミュニティ」の委員であることで、学

校との強いつながりを築いていました。職員が中学

校の「地域貢献プロジェクト」のゴミ拾いや、学校の

「ヤングケアラーカフェ」にも参加しています。中学

生は、地元農家の協力で一緒に栽培した野菜を、セ

ンターに併設されている高齢者施設に寄付し、交流

する機会をもっています。「交流を通して高齢者か

ら感謝されることがあり、子どもの自己肯定感が育

まれていると感じる」とのことでした。地域の中で、

中学生が「福祉」についてふれる機会が拡がる貴重

な取り組みです。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は 

 
 

ど
こ
ま
で
拡
が
る
？ 

  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
り
10
年
。

個
人
情
報
の
紐
づ
け
は
進
み
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
続
き
に
利
用
す
る
人
は
増
え
て
い
る
。

今
議
会
で
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用
す
る

２
つ
の
事
務
が
追
加
さ
れ
た
。
理
由
は
「
市

民
の
利
便
性
」
と
い
う
が
背
景
に
は
経
済

界
の
思
惑
が
潜
ん
で
い
る
。
２
０
２
３
年

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
改
正
で
、
「
社
会
保

障
、
税
制
、
災
害
対
策
の
３
分
野
以
外
の

行
政
事
務
に
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
促

進
を
図
る
」
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
個
人
情

報
の
一
元
管
理
を
可
能
と
す
る
制
度
に
な

っ
た
。
人
種
や
病
歴
な
ど
の
「
要
配
慮
個
人

情
報
」
も
国
が
力
を
入
れ
る
A

I
開
発

の
た
め
な
ら
、
本
人
の
同
意
な
く
提
供
可

能
と
す
る
法
律
の
改
正
も
進
ん
で
い
る
。 

 

府
中
市
で
も
自
治
体
独
自
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
活
用
す
る
議
案
が
出
さ
れ
た
。
自

分
の
「
情
報
」
が
知
ら
な
い
う
ち
に
同
意
な

く
活
用
さ
れ
て
し
ま
う
議
案
に
は
反
対
し

た
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。 

  

在
日
外
国
人
住
民
に 

 
 

『特
定
在
留
カ
ー
ド
』 

  

「
特
定
在
留
カ
ー
ド
」
と
は
、
こ
れ
ま
で
の

「
在
留
カ
ー
ド
」
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
一
体
化
し
た
も
の
。
こ
の
カ
ー
ド
を
使

え
ば
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
、
１
０
０
円
で
住

民
票
な
ど
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
す
る
と

い
う
市
の
条
例
改
正
の
提
案
が
あ
っ
た
。 

 

入
管
法
等
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
改
正

に
よ
り
、
任
意
と
は
い
う
も
の
の
、
こ
の
カ

ー
ド
を
作
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
在
日

外
国
人
住
民
に
対
し
て
の
監
視
と
情
報
連

携
体
制
の
強
化
を
目
指
し
た
法
改
正
で
あ

り
、
そ
れ
に
市
が
従
う
こ
と
は
「
共
生
社
会
」

の
理
念
に
反
す
る
と
し
て
反
対
し
た
。 

 

「外
国
人
と
の
共
生
・
多
様
性
社
会 

 
 

 
 

 
 

 

の
確
立
を
求
め
る
意
見
書
」 

 
「
出
入
国
在
留
管
理
庁
か
ら
出
さ
れ
た

『
不
法
滞
在
者
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
』
は
、
日
本
に

暮
ら
す
外
国
人
全
体
が
排
外
主
義
と
差

別
に
晒
さ
れ
る
リ
ス
ク
と
、
人
権
侵
害
の

助
長
、
日
本
社
会
の
分
断
へ
と
つ
な
が
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
」
と
し
て
、
国
に
対
し

て
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

が
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
審
議
さ
れ
た
。 

 

入
管
庁
の
入
国
管
理
と
難
民
審
査
の
厳

し
さ
は
従
来
か
ら
問
題
だ
っ
た
が
、
さ
ら

に
高
市
政
権
の
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
で
外
国
人
へ

の
排
除
意
識
が
ま
す
ま
す
醸
成
さ
れ
る
と

考
え
意
見
書
の
採
択
に
賛
成
し
た
。 

 

府
中
市
議
会
は
、
多
数
決
で
「
特
定
在

留
カ
ー
ド
」
議
案
は
可
決
。
意
見
書
は
不

採
択
と
な
っ
た
。
国
も
市
も
「
多
文
化
共

生
・
多
様
性
社
会
」
を
謳
っ
て
い
る
は
ず
。 

「
日
本
国
民
」
と
「
外
国
人
」
に
境
界
線
を
つ

く
る
の
で
は
な
く
、
共
に
生
き
る
地
域
社

会
を
ど
う
築
く
か
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思

う
６
月
議
会
だ
っ
た
。 

 

 

 市民の方から、日常爆される電磁波が気に 

なるので室内の測定をしてほしいと依頼があ 

り、市民科学研究室代表の上田昌文さんも参 

加して、高性能の測定器を使って調査をしました。測定では自宅周辺にあ

る携帯基地局の影響が推測されました。窓を開閉してそれぞれ計測する

と、明らかに数値の上下が見られ、窓を閉めた時は電磁波が遮蔽されてい 

                ることがわかりました。 

                 また同日に、府中駅周辺でも測定調査を行ない  

                ました。ここ数年５G が携帯端末の標準装備にな 

                り、基地局も電波の種類も増えていますが、事業                  

                者は基地局の位置を公開する必要がないことか 

                ら電磁波発生の拠点もわかりにくくなっています。 

   わくわくまちづくりサロン  
   議会報告とまちづくりについての意見交換会です。 

   どなたでも参加できます。お気軽にご参加ください。 

   ７月２８日（火） １０:00～１２：００ 

   府中・生活者ネットワーク事務所にて 

   お問合せ 府中・生活者ネットワーク ０４２―３６０－４４４３      

   Eメール fuchu-snet@ric.hi-ho.ne.jp 

 

 

６
月
議
会
よ
り 

周辺の整備で変わる 

分倍河原駅周辺を歩いてみました 
  

 

 昨年、分倍河原駅周辺の整備計画が具体的に示されたことを受

け、実際に地域の方と一緒に駅周辺を歩いてみました。計画には

❶改札前を広場にする❷京王線をまたぐ東西自由通路と南武線

をまたぐ南北自由通路（共にエスカレーター付き）をつくる❸周辺

道路の拡幅❹片町公園の地下に自転車駐輪場の設置が検討され

ていることなどがあります。自転車の利用者は多く、整備のために

は現在の駐輪場は移設が必要ですが、片町公園には大きく育った   

               樹木も多く、伐採されてしまうとすれば残念 

                   です。２０３７年に供用開始という長期にわ 

                   たる計画です。駅を利用する人の声を活か 

                   して計画を進めてほしいと思います。整備計 

                   画の概要は市のホームページで見ることが 

                   できます。〈６月 23 日〉 

 

 

駅の南側の片町公園 


